
博士後期課程における教育の基本方針 

教育の目的 

生涯学習の実践を通して、学術の理論及び応用の深奥を極め、高度

な専門性が求められる社会的役割を担うための深い学識及び卓越した

能力を修得し、文化の進展並びに地域社会及び職場等に貢献できる主

導的人材の養成を目的とします。 

ディプロマ 

・ポリシー 

（学位授与

の方針） 

【資質・能力等の養成】 

主に専攻する学問分野（メジャー研究分野）に加えて、関連する学

問分野（マイナー研究分野）など、他分野における高度な専門的知識

や技能を修得し、学術の理論及び応用の深奥を極めることにより、物

事を俯瞰的に観察する能力と解決が困難な実際的課題に対応できる創

造的実践力が身につくよう指導します。 

これらの資質・能力により、社会に知を発信し、地域社会や職場等

における困難な課題を自らの力で解決し、それぞれの地域社会や職場

等の未来を切り拓く知的リーダーとして活躍する人材を養成します。 

【課程修了に必要となる学習成果（条件）】 

授業科目と研究指導科目を合わせて17単位以上修得し、博士予備論

文及び博士論文の審査及び試験に合格することが課程修了・学位取得

の要件です。 

カリキュラム 

・ポリシー 

（教育課程

編成の方針） 

【教育課程編成】 

博士後期課程においては、高度な専門知識や精緻な研究方法を修得

するための基盤研究科目と高い研究能力を養う特定研究科目を提供し

ます。基盤研究科目では、学術理論及び高度な研究方法を多角的視点

から習得するため、メジャー研究分野の科目とマイナー研究分野の科

目で構成しています。特定研究科目では、博士論文を段階的・計画的

に作成できるよう、３年間の対面指導を行い、プログラムの枠を超え

て、専攻するメジャー研究分野のみならず、マイナー研究分野も加え

た専任教員が指導に当たります。定期的に開催される研究指導では、

論文執筆に関する指導に加え、研究方法論も指導します。 

【教育内容・方法】 

基盤研究科目のうち、メジャー研究分野関連教員のオムニバス講義

である特論では、対面により授業を行い、メジャー研究分野及びマイ

ナー研究分野の研究法では、対面やWeb会議システムなどにより指導を

行います。また、特定研究科目では、定期的に課題を出し、対面によ

り指導します。このようにして、通信教育を基本とする本学において

も、密度の濃い授業や研究指導を実施します。 

【学習成果の評価方法】 

基盤研究科目は、授業における学習状況と提出されたレポートを基

に成績評価を行います。特定研究科目は、博士論文に対する審査と口

頭試問の結果を総合的に判断して、博士の学位に相応しいか否かの成

績評価を行います。 
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アドミッション

・ポリシー

（入学者受

入れの方針）

【求める人材像】 

地域社会・職場等において直面する課題を解決するための実践に取

り組み、豊かな経験知・実践知を有する社会人や、学問知の獲得に強

い意志と意欲を持ち、より高度な教養知の修得を目指し、生涯にわた

ってあらゆる機会、場所において学び、その成果を生かしていくこと

ができる学習者を求めます。 

【入学者選抜の方法】 

入学者選抜は、年に１回、第１次選考と第２次選考に分けて実施し

ます。第１次選考を実施後、第１次選考合格者に対して第２次選考を

実施し、最終合格者を決定します。第１次選考は英語読解力及び高度

な専門的知識や思考力を問う筆記試験、第２次選考は提出書類を基に

した面接試問により行います。 

【求める学習成果】 

修士課程修了など、一定の要件を満たすことが条件です。 
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